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• 第 4(A)問と第 4(B)問から 1問を選択して解答

• 第 5(A)問，第 5(B)問，第 5(C)問から 1問を選択して解答
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第　 1　問

2次関数 f(x) = ax2 + bx+ cについて以下の問いに答えよ。ただし，a < 0とする。

(1) f(x)を xで割った余りと x+ 1で割った余りとが一致しているとする。このとき，
a = bになることを示せ。

(2) (1)の関数が，さらにつぎの (i)，(ii)を満たすとき，f(x)を求めよ。

(i) 曲線 y = f(x)が直線 y = xと接する。

(ii) 曲線 y = f(x)と 3直線 y = 0，x = −1，x = 0で囲まれた部分の面積は 5
6

である。
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第　 2　問

数列 {an}はつぎの (i)，(ii)を満たすとする。

(i) a1 = 1
2

(ii) n ≧ 2について，
an =

2S2
n

2Sn − 1

ただし，Sn = a1 + a2 + · · ·+ an である。

(1) a2 を求めよ。

(2) n ≧ 2に対して，Sn を Sn−1 で表せ。

(3) Sn を求めよ。

(4) n ≧ 2に対して，an を求めよ。
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第　 3　問

三角形 ABCにおいて，辺 BC上に点 Dがあり，

∠BAD = ∠CAD = 30◦

である。AB = p，AC = q とおく。

(1) ADの長さを p，q で表せ。

(2) p+ q = 1を満すとき，△ABDの面積と△ACDの面積の差の絶対値が最大になる
pの値を求めよ。
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第　 4 (A)　問

t は 0 ≦ t ≦ 1 を満たす実数とし，α = ti，β = 1 とおく。ここで，i は虚数単位であ
る。複素数 γ はその実部と虚部が正であるものとし，複素数平面上で，α，β，γ は正三角
形をなすとする。

(1)
γ − α
β − α

を求めよ。

(2) tが 0から 1まで変わるとき，γ が描く図形を図示せよ。
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第　 4 (B)　問

下の流れ図に対応するプログラムについて，終了したときの k，x，s の値を自然数 n

を用いて表せ。ただし，一つの長方形で囲まれた複数の処理は上から順に行われるものと
する。

START

k ← 1

x ← 1

s ← 1

6s− x2 < 9n STOP

k ← k + 1

x ← x+ 3

s ← s+ x

No

Yes
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第　 5 (A)　問

t は 0 ≦ t ≦ 1 を満たす実数とし，α = ti，β = 1 とおく。ここで，i は虚数単位であ
る。複素数 γ はその実部と虚部が正であるものとし，複素数平面上で，α，β，γ は正三角
形をなすとする。

(1)
γ − α
β − α

を求めよ。

(2) tが 0から 1まで変わるとき，γ が描く図形を図示せよ。
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第　 5 (B)　問

下の流れ図に対応するプログラムについて，終了したときの k，x，s の値を自然数 n

を用いて表せ。ただし，一つの長方形で囲まれた複数の処理は上から順に行われるものと
する。

START

k ← 1

x ← 1

s ← 1

6s− x2 < 9n STOP

k ← k + 1

x ← x+ 3

s ← s+ x

No

Yes
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第　 5 (C)　問

X，Y はどちらも 1，−1の値をとる確率変数で，それらは

P (X = 1, Y = 1) = P (X = −1, Y = −1) = a

P (X = 1, Y = −1) = P (X = −1, Y = 1) = 1
2

− a

を満たしているとする。ただし，aは 0 ≦ a ≦ 1
2
を満たす定数とする。

(1) 確率 P (X = −1)と P (X = 1)を求めよ。

(2) X の期待値 E(X)を求めよ。

(3) 2つの確率変数の和 X + Y の確率分布を求めよ。

(4) X と Y が互いに独立であるための aの値を求めよ。
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